
© 2026 Autodesk. All rights reserved.

Autodesk Forma 
May and July 2026 Construction Releases



Safe harbor statement

The presentations during this event may contain forward-looking statements 
about our outlook, future results and related assumptions, total addressable 
markets, acquisitions, products and product capabilities, and strategies. These 
statements reflect our best judgment based on currently known factors. Actual 
events or results could differ materially. Please refer to our SEC filings, including 
our most recent Form 10-K and Form 10-Q filings available at www.sec.gov, for 
important risks and other factors that may cause our actual results to differ from 
those in our forward-looking statements.

The forward-looking statements made in these presentations are being made as 
of the time and date of their live presentation.  If these presentations are 
reviewed after the time and date of their live presentation, even if subsequently 
made available by us, on our website or otherwise, these presentations may not 
contain current or accurate information. We disclaim any obligation to update or 
revise any forward-looking statements.

Statements regarding planned or future development efforts for our products 
and services are not intended to be a promise or guarantee of future availability 
of products, services, or features but merely reflect our current plans and based 
on factors currently known to us. Purchasing decisions should not be made based 
upon reliance on these statements.

PLEASE NOTE: All Autodesk content is proprietary. Please Do Not Copy, Post or 
Distribute without authorization.



施⼯前段階



Released

数量拾い
Forma Takeoff

• ⻑⽅形の計測書式

• 領域のクイック選択 [オープンベータ]

⾒積り
Forma Estimate

• 測定単位の追加

• 明細項⽬のフラグ設定

• ビューの保存

統合された2D/3D数量拾いと⼀元化され
た積算ワークフローにより、プレコンス
トラクションチームの積算業務を効率化
します。⼀貫性、精度、業務効率を向上
させ、競争⼒のある⼊札提案書の作成を
⽀援します。

数量拾いと⾒積り
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Releasing 数量拾い

長方形の計測書式
Forma  Takeoff

新しい長方形形状により、配置したアイテムをPDF
の描画要素とより正確に揃えることができ、視覚的

な精度が向上します



Releasing 数量拾い

領域のクイック選択 [オープンベータ]
Forma Takeoff

PDF図⾯の既存の線を境界として活⽤し、不規則で複雑な領
域の数量拾いを効率化します。形状を⼿作業でトレースする
必要はなく、領域を塗りつぶして感度を調整するだけで、

Takeoffが図⾯から境界を⾃動認識し、迅速かつ⾼精度な⾯積
算出を実現します。



Releasing 見積り

測定単位の追加
Forma Estimate

一括請負（Lump Sum）、手当（Allowances）、時
間単位（Time-based Units）など、追加の通貨単

位・計測単位をサポートすることで、見積もりが実

際のコスト要因をより正確に反映できるようになり

ます。これにより、レポートや生産性計算の精度を

損なう可能性のある暫定的な回避策（ワークアラウ

ンド）への依存を減らすことができます。



Releasing 見積り

明細項目のフラグ設定
Forma Estimate

確認が必要な見積明細項目にフラグを付けることで、

大規模で複雑な見積書でも、重点的にレビューすべ

き項目をすぐに見つけられるようになります。明細

項目へのフラグ付けにより、ユーザーはすべての行

を開いて確認することなく、重要な項目を一目で把

握できます。

Preconstructionライブラリの明細項目のグループ化
Forma Estimate

Hub Adminで、事前施工ライブラリの見積明細を分
類基準（Classification）ごとにグループ化できるよ
うになります。プロジェクトレベルの見積テーブル

と同じグループ化操作に対応しているため、一貫し

たユーザーエクスペリエンスでライブラリを管理で

きます



Releasing ⾒積り

ビューの保存
Forma Estimate

プロジェクト管理者は、フィルター、グループ化、列の表⽰
設定を使⽤して、プロジェクトレベルでカスタム積算テーブ
ルビューを作成‧保存‧管理できます。作成したビューはプ

ロジェクトメンバー全員が利⽤できるため、⼤規模なデータ
セットを扱う際の設定作業を削減するとともに、関係者や業
務フローに応じて積算データを⾒やすく表⽰できます。



モデル管理



Released

コラボレーション
Forma Data Management 

• ルールセット

• 拡張プロパティ [GA]

• 対応ファイル形式の拡⼤とデータ交換

Model Coordination 
Forma Design Collaboration and Forma for Model 
Management 

• セレクション Aで複数モデルの選択

• ⼲渉表⽰設定

Civil ツール 
Forma Data Management, Forma Design Collaboration, 
& Forma for Model Management 

• Civil Toolsにおける重要なステーションのレビュー

•  Civil Tools IFC 4.3

• 3Dビューから線形を直接選択

• US Survey Foot（⽶国測量フィート）に対応

設計管理、設計調整（コーディネーショ
ン）、モデル品質管理のワークフローを
⽀援し、設計意図の共有と施⼯性の確保
を促進します。これにより、プロジェク
トチームが設計から施⼯まで⼀貫した品
質で業務を進められるよう⽀援します。

モデル管理
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Releasing コラボレーション

ルールセット
Forma Data Management 

Search Sets（ルールセット）が Forma Data Management に
対応。Model Coordination で利⽤できる再利⽤可能なプロパ
ティベースの検索機能を Forma Data Management にも拡張

することで、プロジェクトの早い段階からモデル情報を効率
よく整理し、ワークフロー全体の⽣産性向上を⽀援します。



Releasing モデル調整

拡張プロパティ [GA]
Forma Design Collaboration & Forma for Model Management

Model Coordination上でオブジェクトデータを直接追加し、
その内容をRevitと連携して確認できるようになりました。こ
れにより、製作管理や施工・設置順序の計画、部材表

（BOM）のレビューをより効率的に行えるほか、モデル調整
から後続のプロジェクト業務まで、データの一貫性を維持で

きます。

l Fab IDやInstall Batchなどの標準プロパティをモデルオブ
ジェクトに追加

l モデルファイルに対応するデータセットを作成し、Revit
とのデータ連携を実現

l Object Tableでオブジェクトをグループ化し、同一要素へ
のデータ入力を効率化

l 製作レビュー向けに最適化したObject Tableレイアウトを
ビューとして保存



Releasing モデル調整

対応ファイル形式の拡大とデータ交換
Forma Design Collaboration, Forma for Model Management 

Model Coordinationが53 種類の追加ファイル形式
とData Exchangeに対応しました。これにより、よ
り幅広い設計データを共通のコーディネーション環

境へ取り込み、レビューやモデル統合

（Federation）、その後のプロジェクトワークフ
ローまでシームレスに活用できます。

l さまざまなツール・分野のモデルファイルを集約

l Data Exchangeモデルを統合ビュー（Federated 
View）に追加

l Inventorで作成したClash Data Exchangeから
サポート開始

l オブジェクトテーブル、オブジェクトカラー、

ファイルに保存 などのワークフローで対応ファ
イルを活用

l 変換（Transform）機能も強化されより正確に位
置合わせできるようになります

新規にサポートされたファイル形式
3DM, 3DS, 3DXML, AXM, CATPART, CATPRODUCT, CGR, DAE, DDX, DDZ, DGK, DGN, 
DLV3, DMT, DWF, DWFX, DXF, EXP, F3D, FBX, GBXML, GLB, GLTF, IAM, IGES, IGS, 

IPT, IWM, JT, MAX, MODEL, OBJ, PAR, PRT, PSM, PSMODEL, SAT, SKP, SLDASM, 
SLDPRT, SMB, STEP, STL, STP, STPZ, USD, USDZ, VPB, WIRE, X_B, X_T, XPR



Releasing モデル調整

⼲渉表⽰設定
Forma Design Collaboration & Forma for Model Management 

⼲渉レビューの表⽰を⾃由にカスタマイズし、効率的で統⼀された
レビュー体験を実現します。

切断ボックスを作成、⼲渉しているオブジェクトに⾃動ズーム、⼲
渉しているオブジェクトを分離（他を透かしに）、といった選択

モードを柔軟に設定

• 個⼈の表⽰設定を保存し、次回以降も同じ環境で作業可能

• ⼿動操作を最⼩限に抑え、確認したい衝突箇所へすばやく移動

選択肢Aで複数モデルの選択に対応
Forma Design Collaboration &  Forma for Model Management 

これまでは構造モデルとの干渉チェックを行う際、建築モデ

ルを1つずつ選択する必要がありましたが、今回の改善により、
複数の建築モデルを一度に選択し、その設定を干渉チェック

の構成として保存できるようになります。



Releasing Civil ツール

Civil Toolsにおける重要なステーションのレビュー
Forma Design Collaboration, Forma Data Management

Civil Toolsに、主要な測点（Station）のラベル表示
とナビゲーション機能を追加しました。これにより、

Model Coordination上で道路や鉄道などの線形（ア
ライメント）の確認・レビューをより効率的に行え

ます。

l 選択したアライメントに主要な測点（Station）
ラベルを表示

l Civil Toolsパネルから測点ラベルの表示・非表示
を切り替え

l Civil Toolsパネルの操作で主要な測点間をナビ
ゲート

l 測点ラベルをクリック／ダブルクリックしてス

テーショントラッカーを移動、または対象位置へ

ズーム

l 現在の測点の縦断線形（Vertical Geometry）情
報をCivil Toolsパネルで表示



Beta

Feature is in development and subject to change.

Civil ツール

Civil Tools IFC 4.3 - オープンベータ
Forma Design Collaboration, Forma Data Management

IFC 4.3に対応することにより、Autodesk Forma上
で、アライメントに基づくナビゲーション、計測、

断面表示が可能になりました。Model Coordination
でIFC 4.3モデルをCivil Toolsとともにレビューでき
るため、土木設計レビューのワークフローを

openBIMデータへシームレスに拡張できます。

Beta Details – Features available

l IFC 4.3／IFC 4.3 ADD2スキーマに準拠したIFCファイルを
サポート

l 3Dアライメントジオメトリを含む IfcAlignmentオブ
ジェクトが必要

l Forma Data Management Essentialsにアップロードした
IFCモデルをコーディネーションスペースへ追加し、Model 
Coordinationの統合ビューで利用可能

l ビューアーの「Civil Tools」から、アライメントベースの
ワークフローへアクセス可能



Releasing Civil ツール

3Dビューから線形を直接選択
Forma Data Management, Forma Design Collaboration, & Forma 
for Model Management 

Civil Toolsでは、3Dビューから対象の線形を直接選択できる
ようになりました。専⽤の選択モードにより、対象の線形ジ
オメトリがハイライト表⽰されるため、線形レビューをより

迅速かつ直感的に開始できます。従来のパネルを使⽤した選
択⽅法も、これまでどおり利⽤できます。

US Survey Foot（⽶国測量フィート）に対応

US Survey Foot（⽶国測量フィート）単位を使⽤する Civil 
3D DWG ファイルが、Autodesk Formaで完全にサポートされ
るようになりました。測量フィート単位の図⾯に対して、⼨

法、座標、プロパティ、測点（ステーション）値、およびモ
デルの配置が正しく解釈されます。対象となるファイルをご
利⽤のお客様は、本アップデート適⽤後に Civil 3D DWG ファ

イルを再アップロードするよう案内されます。



施⼯管理



Released

連絡
Forma Build, Model Coordination, Design Collaboration

• 連絡タイプごとの権限設定

ミーティング
Forma Build, Model Coordination, Design Collaboration

• カレンダー表⽰

情報提供依頼
Forma Build

• オプションレビュー担当者

• フィルタの保存

• モバイルで情報提供依頼をクイック作成

軟性とガバナンスを兼ね備えたプロジェ
クト管理ワークフローにより、プロジェ
クトチームのさまざまなニーズに対応し
ます。オフィスと現場の連携を強化し、
プロジェクトを円滑かつ確実に推進でき
る環境を提供します。

プロジェクト管理
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提出物
Forma Build

• モバイルで回答を提出とコメント追加

• レビュー テンプレートがプロジェクトテンプレート対応

仕様
Forma Build, Data Management, Takeoff

• 仕様公開時の未割り当てページ管理

作業計画
Forma Build
• 計画テンプレート

• コンパクトレイアウトとガントチャート書き出し



Releasing 連絡

タイプ-レベルの権限設定
Forma Build, Forma Design Collaboration

連絡のアクセス権限を、種類ごとにきめ細かく管理できるよ
うになりました。

種類別の権限設定により、対応履歴の作成‧閲覧をタイプご
とに制御できます。権限は、メンバー、役割、会社単位で柔

軟に割り当てられ、プロジェクトのガバナンス強化に役⽴ち
ます。



Releasing ミーティング

カレンダー表⽰
Forma Build, Forma Design Collaboration

ミーティングに新たにカレンダービューが追加され、

スケジュール済みの会議を一覧で把握できるようにな

りました。

会議シリーズごとの色分けやステータス、IDをカレ

ンダー上で確認できるほか、任意の日付を直接クリッ

クして新しい会議やフォローアップ会議を簡単にスケ

ジュールできます。

社内定例

受発注社定例 業者打合せ

⽉例会議



Releasing 情報提供依頼

情報提供依頼の改訂時に「.1」などの改訂番号が付与されると、元の
番号は新規には再利用されません。元の番号は欠番として扱われる

ため、番号の混乱を防ぎ、管理台帳の整合性を維持できます。

Forma Build
改訂後の旧番号を廃止（GA）

全員に対して権限を付与
Forma Build
情報提供依頼設定に「すべてのメンバー」オプションを追加

しました。管理者は、プロジェクト内のすべてのメンバーに

対して、個別に設定することなく一括で権限を割り当てるこ

とができます。

追加のデフォルト値のサポート
Forma Build

情報提供依頼タイプごとに、共同レビュアーやカスタムフィール

ドのデフォルト値を設定できるようになりました。情報提供依頼

作成時には、あらかじめ設定した値が自動的に反映されるため、

入力作業の効率化と設定漏れの防止につながります。



Releasing 情報提供依頼

オプションレビュー担当者
Forma Build
情報提供依頼にオプションレビュー担当者機能が追加され
ました。情報提供依頼管理者は、メンバー、役割、会社を

オプションレビューアーとして割り当てが可能に。オプ

ションレビュー担当者は、ワークフローの進⾏を⽌めるこ

となくレビューに参加でき、回答⼀覧では個別のレビュー
アーとして表⽰されるほか、必要に応じて正式な回答を提

出できます。

フィルタの保存
Forma Build
⼀覧ビューでフィルター条件を保存‧再利⽤できるように
なります。頻繁に使⽤するフィルターや検索条件を保存し

て、必要な情報提供依頼をすばやく表⽰し、⽇々の業務を

より効率的

モバイルで情報提供依頼をクイック作成
Forma Build

AIを活⽤し情報提供依頼をよりスピーディーに作成。AI機
能に対応したプロジェクトでは、作成者が話しかけるだけ

で、AIが関連する項⽬を⾃動⼊⼒し、情報提供依頼作成の

⼿間を⼤幅に削減します。



Releasing 仕様

モバイル版ですべての仕様セクションを更新

Forma Build

モバイルアプリで、すべての仕様セクションを一括同期でき

るようになりました。個別に更新する手間が不要になり、オ

フライン環境でも常に最新の仕様書一式を利用できます。

提出物の並べ替え機能の改善
Forma Build

検索条件やフィルター条件を維持したまま、提出ロ

グの表示項目（属性）を整理・並べ替えられるよう

になりました。



Releasing 仕様

仕様公開時の未割り当てページ管理
Forma Build, Forma Takeoff, Forma Data Management

仕様の公開ワークフローで、未割り当てのページを既存の仕
様書セクションへすばやく割り当てたり、不要なページとし
て除外したりできるようになりました。これにより、仕様書

公開プロセスを効率化し、時間を節約するとともに、レ
ビューや承認に必要なすべてのページを適切に割り当てるこ
とができます。



Releasing 提出物

作業日で日付を計算
Forma Build

スケジュールの稼働日に合わせて提出物のカレンダーを

同期し、タイムラインの精度を向上させます。

この機能を有効にすると、提出物の提出期限やレビュー

期間は、週末・祝日・プロジェクト固有の休業日が自動

的に考慮され、より現実的で正確なスケジュール管理が

できるようになります

提出項目を作成
Forma Build

提出項目の作成権限を設定できます。

すべてのユーザーに作成を許可するか、提出管理者とプ

ロジェクト管理者のみに制限できます。



Releasing 提出物

フィルタを作成
Forma Build

フィルター済みビューを保存して再利用できます。

表示列やフィルター条件を保存し、いつでも同じビューを

すばやく呼び出せます。

パブリック APIs
Forma Build

新しい提出物 API で外部システムとの連携が可能に
なります。

外部システムで設定した提出番号や提出管理者を

Build に同期できます。



Releasing 提出物

モバイルで回答を提出とコメント追加
Forma Build

モバイルデバイスから提出物の「回答を提出」、コメントを
追加できるようになりました。設計者や現場担当者はWebア
プリにアクセスすることなくレビューを完了できるため、外

出先や現場でも提出レビューを継続し、ワークフローを滞り
なく進められます。

プロジェクトテンプレートで

レビュー テンプレートを利⽤可能
Forma Build

プロジェクトテンプレートで提出物のレビューテンプレート
が利⽤できるようになりました。アカウントレベルでレ
ビュー⼿順を⼀度設定するだけで、新規プロジェクト作成時

に⾃動的に適⽤されます。これにより、セットアップ時間を
削減するとともに、すべてのプロジェクトで統⼀されたレ
ビュー ワークフローを実現できます。



Releasing 計画

タスクのアクティビティーログ
Forma Build

各計画のタスクのアクティビティログを確認できま

す。

タスクに対する変更内容や、誰がいつ操作したかを

確認でき、監査履歴の管理やトレーサビリティの向

上に役立ちます。



Releasing 計画

計画テンプレートで標準化
Forma Build

計画テンプレートを活⽤することで、計画ワークフローを複
数のプロジェクトで標準化し、効率的に再利⽤できます。管
理者やスケジュール管理者は、タスク、メタデータ、タスク

の引き継ぎを含むテンプレートを⼀度作成するだけで、新し
い計画に適⽤できます。

テンプレートから計画を作成すると、タスクや構成が⾃動的
に反映され、計画の開始⽇に合わせてスケジュールを簡単に

調整できます。



Releasing 作業タスク

コンパクトレイアウトとガントチャート

でタスクを書き出し
Forma Build

作業タスクのエクスポート機能がさらに使いやすくなりました。
新しい「コンパクト」レイアウトでは、タイトル、⽇付、会社、
場所、作業分解構成（WBS）など、計画に必要な主要情報のみ

をExcelへ出⼒できます。

さらに、「ガントチャート」オプションを有効にすると、各タ
スクがガントバーとして表⽰されたガントチャートを含めてエ
クスポートできます。これにより、スケジュール全体をひと⽬

で確認しやすくなります。



Released

フォーム
Product: Forma Build

• フォーム | フィルタの保存

• フォーム | QRコードからフォームを開始

指摘事項
Product: Forma Build

• 指摘事項 |タイプごとに表⽰制御

場所
Product: Forma

• 場所 | Autodesk AIを活⽤した部屋‧エリア検出［パ
ブリックベータ］

使いやすいツールにより、現場チームが
主体的に現場管理を⾏えるよう⽀援しま
す。現場で収集したプロジェクト情報を
オフィスへスムーズに共有し、現場とオ
フィスの連携を強化するとともに、迅速
な意思決定を⽀援します。

現場管理
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マークアップ
Product: Forma

• マークアップ |デフォルトで公開

写真
Product: Forma

• 写真 |写真情報の⼀括編集

• 写真 |プロジェクトテンプレートで写真設定



Releasing Forms

モバイルフォーム一覧のユーザーインターフェースを改善
Autodesk Forma mobile app

モバイル版のフォーム一覧を刷新しました。

サムネイルを廃止して一覧の表示領域を拡大し、フ

ローティングの［作成］ボタンと最近使用したテン

プレートを追加することで、フォームをよりすばや

く見つけて作成できます。



Releasing フォーム

フィルタの保存
Product: Forma Build

フィルタの保存により、よく使うフォームの表⽰条件を簡単
に再利⽤できます。プロジェクトメンバーは、Web版でフィ
ルター条件を保存し、必要なときにすぐ呼び出せます。毎回

フィルターを設定し直す⼿間が省け、フォーム管理をより効
率的に⾏えます。

QRコードからフォームを開始
Product: Forma Build

現場に設置したQRコードをスキャンするだけで、関連付けら
れたフォームテンプレートから新しいフォームを作成できま
す。作業員はモバイルデバイスからすばやくフォームを開始

できるため、現場での記録作業を効率化し、⼊⼒ミスや⼿間
を削減できます。



Releasing Issues

Autodesk AI を活用した
「指摘事項をクイック作成」機能
Product: Autodesk Forma mobile app

Autodesk AI を活用したクイック指摘事項をクイ
ック作成により、指摘事項をすばやく作成

繰り返しのデータ入力を減らし、作業効率を向上

モバイルアプリで指摘事項の詳細情報をすばやく

入力できます。

ポイントしてタップするだけで、AI がバックグラ
ウンドで課題の詳細項目の入力をサポートします

• タイトル

• 説明

• 根本原因

• カスタムフィールド



Releasing 指摘事項

インライン編集
Autodesk Forma

指摘事項一覧から直接、課題の詳細を編集できる

ようになります。

詳細画面を開くことなく、課題情報をすばやく更

新できます。



Releasing 指摘事項

モバイル版フォトグリッド表示
Autodesk Forma Mobile App

課題（Issues）では、一覧表示から「フォトグリッ
ド」表示に切り替えられるようになりました。

フォトグリッドでは、各指摘事項の最初に添付され

た写真が表示されるため、プロジェクトチームは課

題を視覚的にすばやく確認できます。



Releasing 指摘事項

タイプごとに表⽰制御
Product: Autodesk Forma 

プロジェクト管理者は、指摘事項のタイプごとに、各チーム
が閲覧できる内容を設定可能に。指摘事項タイプごとの表⽰
範囲を、役割、会社、または個々のプロジェクトメンバー単

位で設定できます。なお、担当者として割り当てられている
ユーザーは、表⽰設定にかかわらず、⾃⾝が関与する課題を
引き続き閲覧‧対応できます。

未公開の指摘事項を

プロジェクト管理者が閲覧可能に
Product: Autodesk Forma 

プロジェクト管理者は、「未公開の指摘事項の表⽰」機能を
利⽤して、未公開の指摘事項を含むプロジェクト全体の課題
状況を把握。さらに、機能の適⽤前には製品内通知が表⽰さ

れ、既存の未公指摘事項を確認‧編集‧公開する機会が提供
されるため、スムーズに移⾏できます。



Releasing 場所

Autodesk AIを活⽤した部屋‧エリア検出
［パブリックベータ］
Product: Autodesk Forma

Autodesk AIを活⽤した「部屋‧エリア検出」機能［パブリッ
クベータ］により、場所の設定を効率化できます。

AIが部屋やエリアを⾃動検出するため、すべてのポリゴンを
⼿作業で作成する必要がありません。プロジェクト管理者

は、AIモードで検出されたポリゴンを確認し、対応する場所
の ブレークダウン ストラクチャ（LBS）のノードへ簡単に割
り当てることができます。



Releasing マークアップ

デフォルトで公開
Product: Autodesk Forma

新しく作成したマークアップを、デフォルトで⾃動公開でき
るようになりました。プロジェクト管理者は、ファイルおよ
びシートに対して、プロジェクト単位でデフォルト公開のオ

ン∕オフを設定できます。これにより、チーム内での情報共
有を効率化し、マークアップの公開漏れを防ぐことができま
す。



Releasing 写真

プロジェクトテンプレートで

写真設定を利⽤可能に
Product: Autodesk Forma

プロジェクトテンプレートに写真設定を含めることで、新規
プロジェクトの写真管理を標準化できます。プロジェクト管
理者は、アルバム、サブアルバム、アクセス権限、および⾃

動タグ付け（Auto-tag）設定をプロジェクトテンプレートに
保存できます。

写真情報の⼀括編集
Product: Autodesk Forma

写真情報やタグをまとめて管理できるようになりました。複
数の写真を選択して共通の情報を⼀括編集したり、アップ
ロード時や保存後にタグを⼀括設定したりすることで、写真

整理の効率を⼤幅に向上できます。



Releasing 通知

提出期限リマインダー
Autodesk Forma

指摘事項、フォーム、情報提供依頼、ミーティング

の期限が近い項目や期限超過の項目をメールで確認

でき、絞り込み済みの一覧へ直接アクセスして迅速

に対応できます。



Releasing 通知

「お気に入り」とナビゲーションの更新
Autodesk Forma

ナビゲーションにお気に入り機能を追加しました。

よく使うツールをお気に入りに登録すると、ナビ

ゲーション上部の「お気に入り」からすばやくアク

セスできます。お気に入りはプロジェクトやデバイ

ス間で同期され、利用可能なツールのみ表示されま

す。



Releasing 竣⼯

竣⼯パッケージの複数ZIPファイルへの
エクスポート
Product: Forma Data Management, Forma Build

エクスポートするパッケージがサイズ上限を超える場合、⾃
動的に複数のZIPファイルへ分割されます。ユーザーは、各
ZIPファイルを個別にダウンロードすることも、まとめてダウ

ンロードすることもできます。また、分割されたファイルを
完全な竣⼯パッケージとして結合するための⼿順も提供され
ます。

竣⼯エキスポート履歴
Product: Forma Data Management, Forma Build

プロジェクト管理者は、プロジェクトの過去のエクスポート
履歴を確認できるようになりました。エクスポートしたパッ
ケージの内容やステータスを確認できるほか、完了済みまた

は⼀部完了したパッケージを竣⼯から直接ダウンロードでき
ます。



Forma Platform



Released

ファイル
Product: Forma Data Management

• ⼤規模なドロップダウンリストに対応したカスタム属性

レビュー
Product: Forma Data Management

• レビュー ワークフロー設定の柔軟性を向上

• 旧レビュー ワークフローサービスのレビューをアー
カイブ

シート
Product: Forma Data Management

• コレクションをまたいだ⾃動コールアウト

あらゆるプロジェクトで、データ管理と
ドキュメントワークフローを標準化‧効
率化できます。主要な業界標準への準拠
を⽀援するとともに、⼤規模な組織全体
へドキュメントを確実かつ効率的に配布
できる環境を実現します。

データ管理
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デスクトップコネクター
Product: Forma Data Management

• 新バージョンのリリーススケジュールとスキーマ

• ファイルロック解除機能を改善

• 安定性と同期機能の改善



Releasing ファイル

抽出された属性を比較する
Forma Data Management

ページと属性を抽出 では、レビュー時に新たに抽出
された図面属性を前回保存されたバージョンの値と

比較できるようになりました。

変更、追加、または削除された値は、保存または公

開前に強調表示されるため、改訂された図面一式を

手作業で照合する手間を減らし、効率的に確認でき

ます。



Releasing

モバイルファイル検索機能の強化
Autodesk Forma Mobile App

• Forma モバイルアプリのファイル検索を強化しました。
部分一致、複数キーワード検索、フレーズ検索、AND・OR・NOT を使っ
た検索に対応し、ファイル名や説明、属性の一部から目的のファイルをす
ばやく見つけられます。

新しいモバイル用ファイルピッカー
Autodesk Forma Mobile App

• Forma モバイルアプリのファイル選択画面が刷新され、目的のファイル
をより簡単に見つけられるようになりました。

検索機能に加え、最近閲覧したファイルから選択したり、プロジェクトの
フォルダー構造をたどってファイルを選択できます。

AutoCAD MobileアプリでDWGファイルを開く
Autodesk Forma Mobile App

• Forma モバイルアプリから DWG ファイルを AutoCAD モバイルで開けます。
DWG ファイルを閲覧・編集し、変更内容を Forma Data Management に
保存できます。アクセス権は AutoCAD モバイルで確認されるため、一貫し
た権限管理を維持できます。

ファイル



Releasing パッケージ

パッケージに監視者を追加
Forma Data Management

Packages で監視者を設定できるようになり、関連す
るパッケージの更新状況を把握しやすくなりました。

プロジェクトメンバーは自分自身を監視者として追

加できるほか、権限を持つユーザーは他のメンバー

をウォッチャーに追加して、レビューやフォロー

アップが必要なパッケージへの注意を促すことがで

きます。また、新しいフィルターにより、自分が

ウォッチしているパッケージをすばやく見つけられ

ます。



Releasing

レビュー詳細レポートに、レビューステップの候補が含
まれます
Forma Data Management

• レビュー詳細レポートを強化しました。
これまでは、レビュー詳細レポートには実際にレビューを行ったユーザーの
みが表示されていました。一方で、そのレビュー工程に参加する資格があっ
たユーザー、つまりレビュー対象者は表示されていませんでしたがレビュー
対象者もレポートに含まれるようになります。

• 。レビュー内のファイルの検索とフィルタリング
Forma Data Management

• レビュアーは、レビュー詳細ページからファイルを検索・絞り込みできる
ようになりました。

ファイル名での検索に加え、ファイルの種類、現在のバージョン、レ
ビュー状況、コメント、課題、マークアップなどで絞り込めるため、大規
模なレビュー対象から担当ファイルをすばやく見つけられます。

レビューの自動トリガーにおける条件としてサポートさ
れている数値型および日付型の属性
Forma Data Management

• レビュー自動トリガーで数値型・日付型の属性を条件として使用できます。
ファイル属性に基づくレビュー開始条件を柔軟に設定し、より精度の高い
レビューワークフローの自動化を実現できます。

レビュー



Releasing ファイル

⼤規模なドロップダウンリストに

対応したカスタム属性
Product: Forma Data Management

最⼤2,000件の値を登録できる「⼤規模ドロップダウンリス
ト」タイプのカスタム属性が追加されました。従来の標準ド
ロップダウンリスト（最⼤400件）を⼤きく上回る選択肢を登

録でき、⻑い候補リストのインポートや検索による値の選択
にも対応します。これにより、複雑な命名規則、分類コード、
その他の構造化データを、⼤規模なプロジェクトでも効率よ

く管理‧適⽤できます。



Releasing レビュー

レビュー ワークフロー設定の柔軟性を向上
Product: Forma Data Management

プロジェクト管理者は、承認者によるレビュー対象者の変更
を許可する（担当変更があった場合や退職した場合など）

かどうかを設定できるほか、レビュー作成者が⾃⾝の提出物
に対するレビュー タスクを担当できないよう制御できます。

これにより、レビュー プロセスのガバナンスを強化し、自分
で提出したものを、自分で採点できないようにします。

旧レビュー ワークフロー サービスの

レビューをアーカイブ
Product: Forma Data Management

進⾏できなくなった旧レビュー ワークフローのレビューを簡
単に整理できるようになりました。プロジェクト管理者は、
対象のレビューを検索して⼀括でアーカイブできます。さら

に、バナーや専⽤フィルターにより対象レビューをすばやく
特定できるため、レビュー⼀覧やレポートを現在進⾏中の業
務に集中した状態で管理できます。



Releasing シート

コレクションをまたいだ

⾃動コールアウトに対応
Product: Forma Data Management

コレクションをまたいだ⾃動コールアウト機能により、関連
図⾯へのアクセスがさらに簡単になりました。オプション設
定を有効にすると、異なるコレクションにある関連シート同

⼠が⾃動的にリンクされます。コレクションを整理し直した
り⼿動でリンクを設定したりする必要がなく、図⾯間を効率
よく移動できます。



Released

より予測しやすいリリースサイクルへ移⾏します。
• Autodeskの他のデスクトップ製品と同じ3⽉のグローバルリ
リースに合わせて提供

• 年間2〜3回（四半期ごと）のマイナーリリースを実施予定

Product: Desktop Connector

新バージョンのリリーススケジュール
とスキーマ

メジャー
• Yearly Release Cycle
• Typically end of March
• Example: 2027.0.0
• DC Help ‒ Release Notes
• manage.autodesk.com

マイナー
• Quarterly Release Cycle
• New Features & Fixes
• Last month of Quarter
• End of the month
• Autodesk Access
• DC Help ‒ Release Notes
• manage.autodesk.com

パッチ
• As needed
• Critical issues/Bug Fixes
• No new features
• Autodesk Access
• DC Help ‒ Release Notes
• manage.autodesk.com

ビルド番号
• Internal identifier

2027.1.0.59



Releasing Desktop Connector

ファイルロック解除機能を改善
Product: Desktop Connector

Desktop Connector 2027.1では、ファイルステータスの追跡

機能が改善。Desktop Connectorの終了、サインアウト、

ネットワーク接続の切断、またはDesktop Connectorが実行

されていない状態でのファイル名変更や移動など、一般的な

中断が発生した場合でも、ファイルロックが適切に解除され

るようになりました。

安定性と同期機能の改善
Product: Forma Data Management

• 内部データベース処理、起動時、サインイン時、アカウ
ント切り替え時、および削除したファイルの復元時に発
⽣するクラッシュの問題を修正

• アプリケーションのアドインが応答しない場合のコピー

＆ペーストおよびドラッグ＆ドロップの動作を改善

• 「空き容量を確保（Free up space）」実⾏後のプロジェ
クト⼀覧の更新およびフォルダーのステータス表⽰に関
する問題を修正



Released

Mobile App
Product: Autodesk Forma Mobile App 

• In-app translation powered by Autodesk AI 
(Private Beta)

• Mobile Project Invites (Coming soon)

Viewing
Product: Autodesk Forma Mobile App 

• First-person Navigation

• PlaceMe in Mobile (Revit Only) (Coming soon)

The Forma mobile app connects field 
and office teams with real-time 
access to drawings, models, and 
project data. On site easily view 
models and sheets, create markups, 
log issues, manage RFIs, and more to 
improve quality, reduce risk, and 
speed up delivery.
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Forma 
Mobile App



Releasing モバイル

モバイルからプロジェクトへの招待
Forma Build Essentials on Autodesk Forma Mobile App

モバイルアプリからプロジェクトメンバーを招待で

きます。

Web に切り替えることなく、複数のメールアドレス
への招待やロールの割り当てを行い、［メンバー］

画面から招待を送信できます。

ミーティング、情報提供依頼、および提出書類が
オンライン対応
Product: Autodesk Forma Mobile App

ミーティング、情報提供依頼、提出物の情報が自動

で同期されます。

手動で同期することなく、常に最新の情報を確認で

きます。



Releasing モバイル

一人称視点での移動
Autodesk Forma Mobile App

プロジェクトメンバーは、一人称視点ナビゲーショ

ン（First-person Navigation）を使用して、ドロー
ンのようなジョイスティック操作で 3D モデル内を
移動できるようになりました。

iOS および Android に対応し、ミニマップ表示と組
み合わせることで、空間を確認するレビュー作業を

よりスムーズに行えます。

PlaceMe in Mobile (Revit Files Only)
Autodesk Forma Mobile App

プロジェクトメンバーは、「PlaceMe in Mobile
（Revit ファイルのみ）」を使用して、公開済みの
Revit 2D ビューから 3D モデル内の対応する位置へ
移動できるようになります。

この機能は iOS と Android に対応しており、モバイ
ルでの 3D モデルナビゲーションをより効率的に行
えます。



Released

ブリッジ
Autodesk Forma Platform

• シートが複数プロジェクトへの繰り返し共有

テンプレート
Autodesk Forma Platform

• ハブを横断したプロジェクトテンプレートの共有

• 新規プロジェクトでプロジェクトテンプレートの使⽤
を義務化

プロジェクトのセットアップを効率化し、
アカウント全体で標準化されたコンポー
ネントを活⽤できるよう⽀援します。こ
れにより、プロジェクトドキュメントの
共同作業や情報共有をスムーズに⾏い、
⼀貫性のあるプロジェクト運営を実現。

プロジェクトの
標準化
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ダッシュボード
Autodesk Forma Build

• プロジェクトホームに「⾃分に割り当て」

• プロジェクトホームに「ブックマーク」



Releasing データコネクター

アカウントレベルのデータコネクタへの
プロジェクト関連フィルターの追加

Autodesk Forma

これまで、AccountレベルのData Connectorでは、
アカウント内のすべてのプロジェクトを対象にデー

タがエクスポートされるため、必要なプロジェクト

以外のデータも含まれ、データ量が多くなりすぎる

ことがありました。

今回のアップデートでは、プロジェクトまたはプロ

ジェクトのステータスを条件として指定し、エクス

ポート対象を絞り込めるようになります。



Releasing ブリッジ

「受信」「送信」タブのアーカイブ項目

Autodesk Forma Platform

ブリッジで、受信ログ（Incoming）および送信ロ
グ（Outgoing）の個々のエントリをアーカイブ／
アーカイブ解除できるようになりました。

これにより、メインのログに表示するエントリを柔

軟に管理でき、ワークフローのテストや共有設定の

誤りを修正する際にも、ブリッジのアクティビティ

を確認しやすくなります。

自動化管理の強化
Autodesk Forma Platform

ブリッジのフォルダー自動化機能が、より分かりや

すく管理しやすくなりました。

作成日、作成者、送信元・送信先などの情報が表示

されるようになり、プロジェクト情報の共有元・共

有先や、各自動化に関連付けられているファイルや

フォルダーを把握しやすくなります。



Releasing ブリッジ

シートが複数プロジェクトへの

繰り返し共有に対応
Autodesk Forma Platform

シートの複数プロジェクトへの共有がさらに効率的になりま
した。

Bridgeで提供している「再共有（Share again with another 
project）」ワークフローがシートにも対応し、⼀度設定した

共有内容をそのまま利⽤して別のプロジェクトへ共有できま
す。選択したシート、タイトル、メッセージを維持したまま
共有先だけを変更できるため、複数プロジェクトへの情報展

開をよりスムーズに⾏えます。



Releasing テンプレート

「会社」がプロジェクトテンプレート対応
Autodesk Forma Platform

プロジェクトテンプレートで会社権限を設定できる

ようになりました。

これにより、プロジェクトのセットアップを簡素化

し、プロジェクト全体で会社単位の権限設定を一貫

して適用できるようになります。



Releasing テンプレート

ハブを横断した

プロジェクトテンプレートの共有
Autodesk Forma Platform

プロジェクトテンプレートを複数のアカウント間で簡単に共

有可能に。ハブ管理者は、同じデータセンター内 の 別アカウ

ントへ、アクティブなプロジェクトテンプレートを共有。

共有先には、対応する製品やツールの設定を含む新しいテン

プレートが自動的に作成されるため、一貫したプロジェクト

環境を構築できます

新規プロジェクトでプロジェクトテンプ
レートの使⽤を義務化
Autodesk Forma Platform

新規プロジェクトでプロジェクトテンプレートの利⽤を必須
化。アカウント管理者は、プロジェクト作成時にテンプレー
トの使⽤を義務付けるとともに、アカウント公開テンプレー

トのみを利⽤可能にする、または個⼈作成テンプレートも許
可するといった運⽤を選択。これにより、ガバナンスと運⽤
の⼀貫性を強化できます。



Releasing ダッシュボード

プロジェクトホームに「⾃分に割り当て」

Autodesk Forma Build

プロジェクトホームの「自分に割り当て」では、自分に割り

当てられたアクションアイテムを期限順に優先表示できるよ

うになりました。プロジェクトメンバーは、ステータス件数

だけに頼ることなく、プロジェクトダッシュボードから今後

対応が必要な作業を確認できます。

プロジェクトホームに「ブックマーク」
Autodesk Forma Build

プロジェクトホームに新たに「ブックマークカード」が追加

されました。プロジェクトに関連するWebサイトや各種リン

クを一か所で管理でき、プロジェクトメンバーはダッシュ

ボードから外部サイト、プロジェクトデータ、アプリケー

ションへすばやくアクセスできます。これにより、必要な情

報やツールへ簡単にアクセスできる作業環境を実現します。



Released

ユーザー管理
Autodesk Forma Platform

• プロジェクトから⾃⾝を削除

• プロジェクト画像とハブロゴ

• ハブのアクティビティーログ

• ハブ管理の設定でベータ機能を管理

• サブスクリプションの⼀括管理

• デスクトップ製品のサブスクリプションを購⼊‧割り
当て

データ移⾏
Autodesk Forma Platform

• PlanGrid データ移⾏

• BIM 360 データ移⾏パブリックベータ

プロジェクトレベルおよびアカウントレ
ベルの設定を簡素化し、チームメンバー
の追加‧削除、各種ツールや製品の有効
化、チーム権限の設定をより簡単に⾏え
るようにします

ユーザー管理
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Releasing ユーザー管理

メンバー情報を直接編集
Autodesk Forma Platform

管理者は、メンバーツールからメンバー情報を直接

編集できるようになります。

会社、役割、アクセスレベルなどの項目を、各メン

バーのプロフィールを開くことなくメンバー一覧か

ら更新できます。また、Hub 管理者は、メンバー詳
細ページからプロジェクトへのアクセス権も直接編

集できるようになります。



Releasing ワークスペース

Forma内でハブを作成
Autodesk Forma Platform

ユーザーは、manage.autodesk.com にアクセスす
ることなく、Autodesk Forma のMy Home から直
接 Hub を作成できるようになります。
これにより、Autodesk Forma へのアクセス権を取
得するとすぐに利用を開始でき、オンボーディング

時のセットアップ手順を減らせます。



Releasing ユーザー管理

プロジェクトから⾃⾝を削除
Autodesk Forma Platform

プロジェクトメンバーとプロジェクト管理者は、⾃⾝が作成
していないプロジェクトから、Projects⼀覧を通じて直接退
出できるようになりました。管理者にメンバー削除を依頼す

る必要がなくなり、不要になったプロジェクトを簡単に整理

プロジェクト画像とハブロゴ
Autodesk Forma Platform

ハブ管理者は、ハブ選択画面に会社のロゴなどの画像を設定

できるようになりました。また、プロジェクト管理者は、プ

ロジェクト名の横に顧客ロゴ、現場写真、その他の画像を追

加できます。これにより、ハブやプロジェクトをより簡単に

識別できるようになります。

ハブのアクティビティーログ
Autodesk Forma Platform

ハブ管理者は、管理操作の履歴を確認が可能に。各操作につ
いて、「誰が」「いつ」実⾏したかを確認できるため、ハブ
全体の管理アクティビティをより明確に把握できます。



Releasing ユーザー管理

ハブ管理の設定でベータ機能を管理
Autodesk Forma Platform

ハブ管理の設定に新たに「ベータ」タブが追加されました。

ハブ管理者は、自身のハブで利用可能なベータ機能を確認し、

機能の詳細や利用条件を確認したうえで、ハブ単位でベータ

機能の有効化・無効化を設定できます。

また、Autodesk Formaからベータ機能に対する評価やコメ

ントを直接送信できるようになり、新機能をいち早く試しな

がら、正式リリース前にフィードバックを提供できます。

Note: Final experience will look different



Releasing ユーザー管理

サブスクリプションの一括管理
Autodesk Forma Platform

ハブ管理者は、現在のサブスクリプション割り当て状況を確

認できるようになりました。また、複数のハブメンバーに対

してサブスクリプションの割り当てや削除を一括で実行でき

るため、大規模なチームのアクセス管理をより効率的に行え

ます。

デスクトップ製品のサブスクリプション
を購⼊‧割り当て
Autodesk Forma Platform

Autodesk Formaから、対象となるAutodeskデスクトップ製
品のサブスクリプションを直接購⼊‧割り当てできるように
なりました。ハブ管理者は、AutoCAD、Civil 3D、Revitなど

のサブスクリプションを購⼊し、そのままユーザーへ割り当
てられるため、ライセンス管理をより効率的に⾏えます。

Note: Final experience will look different



Releasing データ移⾏

PlanGrid データ移行
Autodesk Forma Platform

PlanGridプロジェクトのデータ移⾏がさらに容易になりまし
た。ハブ管理者は、完了済み、クローズ済み、⾮アクティブ、
またはアーカイブされたPlanGridプロジェクトから対応する

データを読み取り専⽤ストレージへインポートできます。保
存したデータはいつでも確認‧ダウンロードでき、必要に応
じてAutodesk Formaで新しいプロジェクトを作成する際に活

⽤できます



Beta

Feature is in development and subject to change.

データ移⾏

BIM 360 データ移⾏パブリックベータ
Autodesk Forma Platform

BIM 360 FieldおよびBIM 360 Next Gen向けの「BIM 360 Data 
Transitions」がパブリックベータとして利⽤可能になります。

ハブ管理者は、対応するプロジェクト情報を読み取り専⽤ス
トレージへインポートし、その結果を確認できます。また、

必要に応じて、インポートしたデータをAutodesk Formaのプ
ロジェクトへ移⾏できます。
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